
ハ
イ
テ
ク
企
業

の
雄・マ
イ
クロソ

フ
ト
帝
国
を
率

い
るピル・
ゲイツ
会
長（
伍）
と、
ウオ

ール
街
で
は
泣
く
子
も
黙
る
米
国
人

投
資
家
ウォレン・パフェッ
ト
氏（
河）。

仕
事
も
年
齢
も
か
け
離
れ
た
二
人

の
付
き
合い
は
凶
年
に
及
ぶ
が、
世

界の
大
富
豪
とい、っ
点
以
外
に
も
意

外
な
共
通
点
が
あ
る。
最
も
知
的
な

カ
l
ド
ゲ
lム
と
言
わ
れ
る「
ブ
リッ

ジ」
愛
好
家で
あ
るこ
と
だ。

ロ
月
3
日、
米
ネプラス
カ
州
オマ

ハ
で
聞
か
れ
た
ブ
リッ
ジの
地
方
大

会。
オマハ
在
住のパフエツ
ト
氏
が
ゲ

イツ
氏
会
招
待
し
た。「
刑
務
所
に
入

る
時
は、
ブ
リッ
ジの
相
手
を
連
れて

い
くよ」
と
切
り
出
し
たパ
フエツ
ト

氏
に、「
その
と
き
は
ポ
ラン－
ヲ，ア
で

参
加
し
な
く
ちゃ
ね」
と
ゲイツ
氏
が

ほころび始めた「帝国j

帝国崩壊の不安を
ブリッジで紛らす
ビル・タモイツ

応
じ
る
ほ
ど、
ブ
リッ
ジ
狂い
は
徹
底

し
てい
る。

億
万
長
者
ら
し
か
らぬ
こ
人の
ラ

イ
フス
タイル
も、
ウマ
が
合
う
理
由

だ。
大
会
前
日、
そ
ろって
コ方・
ナl」

に
出
掛
け
た
先
はマ
ク
ド
ナル
ド。
客

の一
人
が「
も
し
か
して、
お
二
人
は

あの：：：」
と
口
ご
も
る
と、
ゲ
イツ

氏
は
チ
1
ズパ
l
ガ
l
をパ
クつ
き
な

が
ら、「
多
分
ね」
と
笑
顔
で
答
え

た。こ
う
し
た
リ
ラッ
クス
気
分
と
は
装

腹
に、
ゲイツ
氏
に
とって、
こ
の
1
年

は
均
年
のマ
イ
クロ
ソ
フ
ト
創
設
以

来、
最
も
胃の
痛い
日
の々
連
続
だっ

た。1
月、
最
高
経
営
責
任
煮CE
O）

の
職
を
盟
友の
ス手
守
lプ・
パルマ
l

社
長
に
譲
り、
自
ら
は
技
術
開
発の

最
高
責
任
者
に
就
任
し
た。
世
界
を

席
巻
し
た「
ウイン
ド
セス」
に・
代
わ
る
旬

新
戦
略
を
練
り
上
げ
る
た
め
だ。

引什

し
か
し、
経
営の
屋
台
骨
を
揺
る

伊

が
し
た
反
ト
ラス
ト
法（
独
禁
法）
訴
仙訓

訟
で
は、
米
連
邦
地
裁
か
ら
分
割
命
伽

令
を
突
きつ
け
ら
れ、
係
争
中。
ラ

イバル
企
業
の
攻
勢
が
強
ま
り、
幹

部
社
員の「
頭
脳
流
出」
も
止
ま
ら

ない。「
帝
国
崩
壊」
の
声
は
日
ご
と
に

強
まってい
る。

世
間
が
う
ら
や
む
個
人
資
産
に

も、
陰
り
が
見
え
始
め
た。
ゲイツ

氏
が
米フォ
1プス
誌
の
長
者
番
付で

世
界一
に
輝い
た
の
は
位
年。
翌
回

年こ
そ
ブ
リッ
ジの
師
匠
で
あ
るパフ

エツ
ト
氏
に
首
位
を
譲っ
た
ものの、

その
後
は
7
年
間、
首
位
を
維
持
し

つづ
け、
直
近
で
も
資
産
は6
30
億

ドル（
約
7
兆
円）
と
天
文
学
的
数
字

だ
が、
それ
で
もハ
イ
テ
ク
株パ
プル
の

破
裂
で、
前
年
よ
り
2
2
0
億ドル
も

減
少
し
た。
最
近の
株
価
急
落
を
考

慮
す
る
と、
3
6
4
億
J
程
度
まで

落
ち
込
ん
でい
る
と
す
る
試
算
も
あ

る。ブ
リッ
ジ
大
会の
成
績
は
参
加
者

約
2
6
0
人
中、
上
位
叩
傑
に
も
入

ら
な
かっ
た
ゲイツ
氏。「
失
敗
か
ら

学
ぶ
こ
と、
それ
が一
番
大
切
さ」
と

言い
残
し
て
去っ
た。
氏
が
オン
ラ
イ

ン
上
で
ブ
リッ
ジ
を
楽
し
む
際のコ
ー

ド
ネ
1ム
は、「
チャレン
ジャ
ー」。
自

ら
挑
戦
し
つづ
け
な
け
れ
ば
沈
没
し

て
し
ま
う
不
安
を、
象
徴
し
てい
る

かの
よ、つ
だ。

（ニュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局

坂
本
裕
寿）
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台
湾
初
の
政

権
交
代
か
ら
7

か
月。
陳
水
肩

総
統（
姐H
民
進
党）
と
野
党の
対
立

で
内
政
混
乱
が
続
く
な
か、
李
登
輝

前
総
統（
WH
国
民
党）への
期
待
感

が
高
まってい
る。
政
界か
ら
は、「
混

乱
を
収
拾
で
き
る
の
は
李
氏
だ
け

だ」
との
声
も
聞こ
えて
く
る。

李
氏
が
引
退
し
て
3
か
月
後、
私

的
な
席で、
こ
ん
なふ
う
に
語っ
た
こ

と
が
あ
る。

「
陳
水
屑
さ
ん
は、
ど
れ
だ
け
出
来

る
か。
彼
は
哲
学
も
やっ
てい
ない
し、

語
学
も
やっ
てい
ない。
弁
護
士
試
験

に
通っ
た
後、
選
挙、
選
挙で
やって
き

た
人
だ
か
ら：：：。
評
価
は
就
任
半

年
後、
日
月ご
ろ
下せ
る
でしょ
う」

その
日
月、
陳
総
統
は
自
分
が
打

ち
出
し
た
第4
原
発
中
止
を
巡って、

そ
れ
に
反
対
す
る
野
党
と
激
し
く
衝

突
し、
罷
免
運
動で
火
だ
る
ま
に
なっ

た。
李
氏の
洞
察
力、
衰、え
ずで
あ
る。

た
だ、
李
氏
に
とって
陳
総
統の
苦

境
は
痛
し
か
ゆ
し
で
も
あ
る。
自
ら

「
私の
功
績
は
台
湾
の
民
主
化
を
進

め、
政
権
交
代
を
実
現
し
た
こ
と」

と一言
う
以
上、
政
権
を
渡
し
た
相
手

が
火
だ
る
まで
は
自
分の
功
績
も
台

無
し
に
な
り
か
ね
ない。

李
氏
は
公
の
場
で
は、
現
在の
政

治
状
況
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ない。

最
近
で
は
唯
て
日
月
末
に
チェコ
を

訪
問
し
た
時、
同
行の
台
湾
人
記
者

団
に、
こ
う
語ってい
る。

「
ぼ
く
が
政
権の
座
に
就い
た
時、

今の
陳
水
肩よ
り
権
力
は
少
な
かっ

た。
ぽ
くの
第一
歩
は
忍
耐
だっ
た」

「
今の
政
府の
問
題
は、
経
験
不
足

か
ら
来
てい
る。
少
数
与
党
は
多
数

党
に
助
け
を
求
め
な
く
て
は。
権
力

を
分
け
れ
ばよいの
だ
よ」

李
氏
は、
あ
か
ら
さ
まに
は
語
ら
な

い
ものの、
陳
総
統の
独
り
よ
が
りの

政
治
手
法に
危、っ
き
を
感じてい
る。

李
氏
に
は、
実
は、
や
り
残
し
た

こ
と
が
二つ
あ
る
と
さ
れ
る。
訪
日

と
ノ
ーベル
平
和
賞の
受
賞
だ。

訪
日
は、
叩
月の
松
本
市（
長
野）

での
日
台
シン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席
が
中

国
の
反
対
で
果
た
せ
な
かっ
た
た
め、

20
01
年
に
再
チャレン
ジ
す
る。

ノーベル
平
和
賞
は、
李
氏
が
総
統

時
代
か
ら、
ひ
そ
か
に
意
欲
を
燃
や

し
てい
た
もの
だ。
李
氏
は
先の
チエ

コ
で
の
会
見
で
も、「
私
は
卯
年
に、

中
国
大
陸
と
の
関
係
は
内
戦
状
態

を
維
持
し
てい
て
は
な
ら
ない
と
思い

至
り、
彼
ら（
中
共
政
権）
が
大
陸
を

管
轄
し
てい
る
こ
と
を
認
め
た。
ま

た、
台
湾
と
大
陸の
問
に
当
然、
往

来
が
な
け
れ
ば
な
ら
ない
と
考、えた。

大
陸
はい
ま、
私
のこ
と
を
厳
し
く

罵っ
てい
る
が、
私
の
やっ
た
こ
と
は、

韓
国の
金
大
中の
太
陽
政
策
よ
り

も、
もっ
と
多い。（
台
湾
か
ら）
延べ

1
6
0
0
万
人
が
大
陸
を
訪
問
し、

5
0
0
億
台
湾
J
が
投
資
さ
れ
た。

こ
れ
は、
い
ず
れ
も
私
が
任
期
内
に

行っ
た
こ
と
だ」
と
語ってい
る。

こ
うし
た
自
負
は
強い。

台
湾
に
とって
は「
民
主
の
父」、
中

国
に
とっ
て
は「
歴
史の
罪
人」。
東ア

ジ
ア
に一
つの
時
代
を
画
し
た
哲
人

政
治
家
は、
幻
世
紀
に
入って
か
ら
も

笑
顔で
スポッ
トラ
イ
ト
を
浴
び
る
場

面
が
あ
り
そ、つ
だ。

（
台
北
支
局

河
田
卓
司）
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